
岡山畜産便り 1965.03 

酪連だより 
昭和 40 年４月１日から 

ホルスタイン種審査標準の配点と不合格基準が変ります 

 

 審査標準はその牛のもつ泌乳能力や飼料の利用性、

また強健性、長命性、均りあいのよさなどを評価す

るための物指しですから、乳牛の改良の進み方に応

じ、あるいは今後の改良の方向に沿って変っていき

ます。現在、わが国ホルスタイン牛の共通の欠点で

今後重点的に改良しなければならない点は、乳房の

付着及び容積が不十分で形状の悪いこと、乳頭の斎

一を欠いていること、肢蹄が弱いこと、後軀特に尻

の面積が小さく傾斜が強いことが挙げられ、今後こ

れらの改善を図ることが必要です。 

 このためには審査標準の中の該当部位の付点を重

くしていくことが効果的で、これら部位の改善に大

いに役立つという考え方が今回の改訂の根本になっ

ております。 

 また、高等登録に不合格とする乳器、体積の得率

及び胸囲の基準を引き上げ、従来基準制限がなかっ

た保証血統及び本登録にも不合格の基準を新たに設

け、いづれも来たる４月１日より実施いたします。 

 

高等登録体格審査を４月に行います 

40 年度春期高等登録体格審査を４月中に全県に亘り実施の予定です。 

現在、受験牛をとりまとめ中ですから、御希望の方は至急、組合又は登録委員の方に御申出下さい。 
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ホ種系牛審査〔保血を含む〕を実施します 

 ホ種系牛登録制

度の改訂について

は、本誌２月号で詳

述したとおり、従来

の予備登録を廃止

して、血統登録繰り

入れを１代早める

という画期的なも

ので、乳牛飼養者に

とっては、相当魅力

ある有利なものと

なっております。 

 他方、一昨年来低

迷を余儀なくされ

ていた乳牛相場に

ついても徐々に昂

騰しており、ホ種系の資格牛をお持ちの方は、それ

ぞれの資格に従ってはっきり格付けすることが、乳

牛の改良上、また売買上必須の条件となってきます。 

 本県でも、これらの有資格牛で未受検のものが相

当数おり、昨年は飼養者の方に直接文書をもって連

絡し、また今年は一覧表を作成して各組合に連絡し

受検方を勧誘しています。 

 これらの牛の審査については40年度中に２回行う

こととし、第１次審査を別表のとおり実施しますか

らホ種系で生後18ヶ月以上の資格牛をお持ちの方は

残らず受検するようにして下さい。 

 （初代本登録受検牛は未受胎でもよろしいが、２

代本登録及び保証血統登録受検牛で生後24ヶ月以上

のものは妊娠確実であること） 

 なお、詳しくは組合又は登録委員の方にお尋ね下

さい。 

 

昭和 39 年分酪農課税標準について 

 酪農家の方々には毎年のことながら税金について

は関心が深いことと思います。県酪連におきまして

も、昨年秋から各酪農組合と数回に亘り酪農課税対

策を練り、広島国税局に対して適正な課税方につい

て強く要望してまいりました。その結果、39 年分酪

農課税標準は次のように内示されたので、所属の組

合と相談されながら申告されるようお知らせします。 

 

 


